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我々の体内には 2 種類の酸素が存在します。

結合型酸素

ヘモグロビン

結合型酸素

ヘモグロビンと結びついた酸素。

体内酸素の 99% で、大きさが約 7 ミクロンと大変 大きい。
通常の呼吸ではヘモグロビンの絶対量しか体内に取り込めない。

溶解型酸素

溶解型酸素

体液にガス化して溶け込んだ酸素。

非常に少ないが、ガス化した状態なので大変 小さい。
ヨガや気功の達人が行う特殊呼吸法で増えると言われている。



細胞

細胞

血管の長さは約 10 万キロ。

ヘモグロビン

結合型酸素

私たちの血管は、約 99% がヘモグロビンより 3 割も細くできているので、血流が悪くなりやすくなります。
年齢と共に血管壁がコレステロールなどで汚れ細くなると、ヘモグロビンの結合型酸素が通過しにくくなる
為、細胞が酸素不足になり、病気や老化の原因になるといわれています。
高気圧酸素カプセル（ボックス）を利用すると、気圧の作用で溶解酸素が増えます。
溶解型酸素は小さい為、細くなった血管も無理なく通過し、酸素が体中に行き届くので、各細胞が活力を取
り戻し、若返りや健康増進に役立ちます。

溶解型酸素
リンパ液

中枢神経液

毛細血管

細胞

高気圧環境によって溶解型酸素を増やし体の隅々まで酸素を供給し、
細胞を活性化するのが「高気圧酸素」です。（ヘンリーの法則を応用）



こんな時にお勧めします！

美容

ケガの回復 ス ポ ー ツ 後 ダイエット

肩こり・腰痛 疲労



高気圧メディカルトレーナー実験結果

運動前 運動後

乳酸値 4.3→2.6
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（ラクテートセンサーによる）

運動前 運動後

体脂肪率 23.0→22.0
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（インピーダンス法による）

血中乳酸値・体脂肪率の計測

実験方法
酸素ボックス内での運動前後に血中乳酸値及
び体脂肪率を測定。

入室時間：30 分
最高気圧：1.3 気圧（加圧 10 分・減圧 5 分）
被験者数：社内より 8 名を任意抽出

検証結果
社内検証では酸素ボックス内での有酸素運動
（30 分間）により、乳酸値は 40% 減少し、
体脂肪率は 1% の減少を確認した。



高気圧酸素カプセル・ボックスをご利用
いただけない方

耳抜きができない方（飛行機で耳が痛くなる等）

アレルギーや風邪で鼻が完全に詰まっている方

ペースメーカーを入れている方

糖尿病でインシュリンを投与している方

妊娠中の方



今日の過ごし方

水をたくさん飲む
500ml ～ 1ℓ

汗をかく お肌のお手入れ

+ +

デトックス
効果

うるおい
浸透

女性の方は

すぐに効果が実感できない？まずは継続してみて下さい。

酸素カプセルの使用を継続する
事で体内の酸素が満タンになり

※個人差があります

効果を実感。

1回目

酸素
満タン

3日後

酸素
減少 酸素が常に満タン

1回目 2回目 3回目 4回目
2 週間に 4 回利用する



今後の過ごし方

期
待
さ
れ
る
効
果

期 間
（回数）

２ヵ月
（１２回）

4 ヵ月
（24 回）

6 ヵ月
（36 回）

免疫力アップ

DNA 再生

体質改善

※個人差があります



こんな使い方がおススメです

エッセンスをたっぷり塗って パックを塗って プロテインを飲んで

プロテインを飲んで ビタミンサプリを飲んで 栄養ドリンクを飲んで

お肌プルプルに！

筋力アップ！ 吸収力アップ！ 浸透力アップ！

お肌すべすべに！ 脂肪燃焼アップ！



筑波大学　宮永教授による研究
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酸化ストレスの変化

酸
化
ス
ト
レ
ス

高気圧酸素は、細部組織により多くの酸素
を送るために、酸素が増えるのと同時に活
性酸素も増え、活性酸素が持つラジカルに
よるＤＮＡ損傷（酸化的ストレス）が増大
する可能性が考えられる。

しかし、20 人を対象としたフリーラジカルシステムによる測定によると、入室前
平均 210.55（正常値 FRAS：250~300 単位）、入室後平均 201.15 といずれも正常
範囲であり、1.3 気圧程度の高気圧酸素では酸化ストレスの変動は全く問題になら
ない事が判明した。 ※臨床研究で使用した装置 HTU（HYOX  Ltd.Scotland）

※傷害治療促進における高気圧酸素療法の有用性に関する研究（課題番号 12480003）参照
※研究者代表　宮永 豊（筑波大学体育科学系）

入室前 入室後



気圧と人の関わり
Relationship between Air Pressure and People. 

宇宙空間は超低気圧状態。
国際宇宙ステーション（ISS)では気圧調整を行い、
人間が快適に生活できる環境が維持されています。

宇宙空間は地球上に比べ気圧が低く、疲労が
溜りやすい環境。
壁が頑丈なアルミニウム合金で作られたISS内
の気圧を調整する事により、宇宙飛行士の疲
労を緩和します。

高度10,000メートルを飛行時、外気の気圧は
大変低く、人体にとって良い状況とは言えま
せん。
そこで、機内の気圧を上げる調整をしていま
すが地上の気圧と完全に同じになるまでは上
がりません。それが搭乗時の「足のむくみ」
等の原因となってしまうのです。



酸素のミラクルパワー

酸素と脳
酸素と
疲労回復

酸素と
体温

酸素と
脂肪

酸素と
美容

酸素と
アルコール

こんな症状におすすめ
●睡眠不足
●目（視力）
●二日酔い

●頭 痛
●スポーツ後
●ダイエット

●疲労回復
●無呼吸症候群
●メタボリック

●いびき
●美 容
●若返り

1回でやめないで！まずは4回

酸素カプセルは気圧を上げる事で、天気の良い日と同じ高気圧状態を作ります

低気圧
頭がスッキリしない
気分・身体が重い。
頭痛がする等の症状
が現れる。

気圧
hPa

天気が悪い

高気圧
身体の調子が良く
疲れが残りにくい。
コンディション良好。

気圧
hPa～

天気が良い

高気圧カプセル

気圧
hPa～

酸素カプセルの中にペットボトル
を入れると高気圧によって凹む

リンパの流れと
血流を促進する

成長ホルモン
の増加

酸素カプセル使用継続約3ヶ
月目でI G F -1の分泌が大き
く増える。

圧力などの刺激に
よって

通常呼吸の2倍の
溶解型酸素量を摂取

年齢と共に低下する
心肺機能をサポート
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酸素カプセルは気圧を上げる事で、天気の良い日と同じ高気圧状態を作ります

低気圧
頭がスッキリしない
気分・身体が重い。
頭痛がする等の症状
が現れる。

気圧
hPa

天気が悪い

高気圧
身体の調子が良く
疲れが残りにくい。
コンディション良好。

気圧
hPa～

天気が良い

高気圧カプセル

気圧
hPa～

酸素カプセルの中にペットボトル
を入れると高気圧によって凹む

成長ホルモン
の増加

酸素カプセル使用継続約3ヶ
月目でI G F -1の分泌が大き
く増える。

圧力などの刺激に
よって

通常呼吸の2倍の
溶解型酸素量を摂取

年齢と共に低下する
心肺機能をサポート

リンパの流れと
血流を促進する





酸 素 現 代と

Q
A

現代人は
酸素不足ってホント？

環境汚染で、大気が汚れています。
排気ガスで酸素不足に！

O2

　
都
会
や
工
場
付
近
で
は
、
空
気
が

ま
ず
い
と
感
じ
る
事
も
多
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
排
気
ガ
ス
や
化
学
物
質
で
空

気
が
汚
れ
て
い
る
か
ら
。

排
気
ガ
ス
に
含
ま
れ
る 　
（
一
酸
化
炭

素
）
は
、
酸
素
の
か
わ
り
に
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
と
結
合
し
て
体
内
の
酸
素
運
搬
能

力
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
一

面
も
あ
り
ま
す
。

　
数
百
年
前
は　
％
近
か
っ
た
と
い
う

酸
素
濃
度
が
、
環
境
汚
染
の
為
か
、
現

在
で
は
平
均
し
て　
〜　
％
に
ま
で
落

ち
て
い
ま
す
。
現
代
人
の
誰
も
が
酸
素

不
足
を
意
識
す
べ
き
。
閉
じ
ら
れ
た
空

間
で
働
く
人
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

地
下
や
タ
ン
ク
内
な
ど
、
低
酸
素
の
中

で
労
働
し
た
人
に
酸
素
欠
乏
に
よ
る
労

働
災
害
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
酸
素
欠
乏
症

等
防
止
規
則
に
よ
り
、
労
働
中
の
酸
素

環
境
に
気
を
配
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

酸素欠乏症
空気中の酸素濃度が低下することを酸素欠乏症といいます。
人体が酸素濃度 18％未満の環境におかれると生じます。

（厚生労働省作成資料「なくそう酸素欠乏症・硫化水素中毒」より）

酸素濃度 症　　状

21％ 通常の酸素濃度

安全の下限（要 換気）18％

16％
12％
10 ～ 6％
6％以下

頭痛・吐き気
目まい・筋力低下
失神・昏倒・7 ～ 8 分以内に死亡
瞬時に昏倒・呼吸停止・死亡

25

CO

20

21



大気の酸素濃度はこんなに変化している！
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酸 素 種 類の

Q
A

溶解型酸素って、
どんな酸素なの？

ヘモグロビンと結合していない、
小さな酸素のことです。

O2

　
人
間
が
取
り
込
む
酸
素
は
、
大
き
く

分
け
る
と
二
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

　
呼
吸
で
取
り
込
ま
れ
た
酸
素
の
ほ
と

ん
ど
は
、
赤
血
球
の
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
と
い
う
た
ん
ぱ
く
質
と
結
び
つ
い
て

運
ば
れ
る「
結
合
型
酸
素
」に
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
結
び

つ
か
ず
、
血
液
や
体
液
に
分
子
の
ま
ま

溶
け
込
ん
で
い
る
酸
素
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
溶
解
型
酸
素
（
溶
存
酸
素
）」

で
す
。

　
「
溶
解
型
酸
素
」
は
「
結
合
型
酸
素
」

に
比
べ
て
体
内
で
の
数
は
少
な
い
も
の

の
、
サ
イ
ズ
が
と
て
も
小
さ
く
、
結
合

型
酸
素
が
通
れ
な
い
よ
う
な
毛
細
血
管

で
も
、
す
み
ず
み
ま
で
通
り
や
す
い
重

要
な
酸
素
で
す
。

　
ヨ
ガ
や
気
功
の
達
人
は
、
呼
吸
法
に

よ
っ
て
肺
の
気
圧
を
高
め
、
こ
の
よ
う

な
溶
解
型
酸
素
を
取
り
込
ん
で
い
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

結合型酸素
ヘモグロビンと結合しているので、毛細血管を通にくい。

溶解型酸素
分子のまま溶け込んでおり、隅々まで届く。



酸 素 疲 労 回 復と

Q
A

酸素は疲労回復にも
良いといわれるのはなぜ？

酸素には乳酸を分解する働きが
あります。ストレスも和らげます。

O2

酸
素
に
は
、
疲
労
や
だ
る
さ
の
原
因
と

な
る
血
中
乳
酸
を
、
分
解
・
除
去
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
体
内

の
酸
素
量
が
多
い
人
は
、
酸
素
量
が
少

な
い
人
よ
り
も
疲
労
回
復
に
か
か
る
時

間
が
短
く
て
す
み
ま
す
。
つ
ま
り
、
酸

素
を
取
り
込
む
力
が
高
い
人
の
方
が
、

よ
り
速
や
か
に
疲
労
か
ら
回
復
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
酸
素
を
十
分
に
摂
取
し
て
、
体
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
生
産
効
率
を
高
め
る
こ
と
も
、

体
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
満
た
し
、
疲
労
感

を
和
ら
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
肉
体
的
な
疲
労
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
な
疲
労
に
も
酸
素
は
密
接

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

毛
細
血
管
は
ス
ト
レ
ス
の
影
響
で
収
縮

し
、
酸
欠
状
態
に
陥
り
や
す
い
の
で
、

そ
こ
に
十
分
な
酸
素
を
供
給
す
る
こ
と

で
、
酸
欠
を
防
ぎ
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

酸素摂取

酸素

酸素 酸素

酸素

酸素

酸素

ストレス緩和乳酸分解

酸素乳酸



酸 素 脳と

Q
A

脳に酸素が行き渡ると、
どんな効果を期待できる？

一時的に記憶力がアップする
というデータも。

O2

脳
は
全
身
の
司
令
塔
。
重
量
は
体
重
の

　
％
ほ
ど
な
の
に
、　
回
の
呼
吸
で
摂
取

す
る
酸
素
の
約　
分
の　
を
脳
が
消
費

し
て
い
ま
す
。

脳
に
酸
素
を
補
給
す
る
た
め
に
巡
る
血

液
量
は　
日
約　
　
　
　
リ
ッ
ト
ル（
ド

ラ
ム
缶　
本
分
）
に
も
達
し
、
脳
へ
の

酸
素
供
給
が
途
絶
え
た
場
合
、
脳
の
活

動
は
す
ぐ
に
停
止
。　
〜　
分
で
細
胞

破
壊
が
起
こ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
脳
へ
の
酸
素
不
足
と
関

わ
り
が
あ
る
症
状
と
し
て
、
集
中
力
・

思
考
力
の
低
下
、
物
忘
れ
、
不
眠
、
疲

労
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
松
下
電
器

が　
　
　
　
年
に
発
表
し
た
研
究
に
よ

る
と
、　
％
の
高
濃
度
酸
素
を
吸
い
な
が

ら
英
単
語
を
覚
え
た
予
備
校
生
と
、
そ

う
で
な
い
予
備
校
生
で
は
、
翌
日
の
テ

ス
ト
で
、
酸
素
を
吸
っ
た
グ
ル
ー
プ
の

ほ
う
が
約　
％
多
く
英
単
語
を
記
憶
し

て
い
た
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

2 1

2

4

1

1030
15

1

3

2
0
0
0

2
0
0
6

2％
全身の重量に対する脳の割合

20％～25％

一回の呼吸で摂取する酸素量
のうち、脳が消費する割合



Q
A

酸素不足は肥満にも
関係しているの？

酸素は脂肪分解酵素の発生を
活性化する！

O2

　
体
内
に
は
「
リ
パ
ー
ゼ
」
と
い
う
脂

肪
分
解
酵
素
が
あ
り
ま
す
。こ
の
リ
パ
ー

ゼ
は
脂
肪
を
分
解
し
て
血
液
中
に
送
り

込
み
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
燃
焼
す
る
働

き
を
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
リ
パ
ー
ゼ
は

脂
肪
燃
焼
に
欠
か
せ
な
い
酵
素
。

　
で
は
、
こ
の
リ
パ
ー
ゼ
が
活
発
に
活

動
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
酸
素
。

リ
パ
ー
ゼ
の
働
き
を
活
発
に
す
る
た
め

に
は
酸
素
が
必
要
と
い
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
体
内
の
酸
素
が
不
足
し
て
い
る
と
、

リ
パ
ー
ゼ
が
活
発
に
働
か
ず
、
脂
肪
分

解
や
燃
焼
を
妨
げ
る
た
め
、
燃
え
残
っ

た
脂
肪
は
再
び
脂
肪
の
塊
と
な
る
の
で

す
。

　
短
距
離
走
な
ど
の
無
酸
素
運
動
に
比

べ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
酸
素
を
取

り
入
れ
な
が
ら
行
う
有
酸
素
運
動
が
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
効
く
と
言
わ
れ
る
の
は
、

そ
う
い
う
わ
け
で
す
。

十分な酸素があれば・・

リパーゼの発生を促し脂肪が分解され燃焼を促す。

脂肪

リパーゼ
酸素

酸素が不足すると・・

リパーゼの発生を防げ、脂肪は体内に蓄積される。

脂肪

リパーゼ
酸素

脂肪蓄積

脂肪

酸 素 脂 肪と



Q
A

酸素を補給すると
体温が上がるってホント？

血液の巡りがよくなり、末端まで
温かさを実感。体温の環境が整います。

O2

　
低
体
温
か
ら
脱
出
し
、
体
温
を
保
つ

た
め
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
血
液
の

巡
り
を
よ
く
し
て
新
陳
代
謝
を
活
発
に

す
る
こ
と
で
す
。
酸
素
摂
取
が
十
分
足

り
て
い
る
と
き
は
、
血
流
が
ス
ム
ー
ズ

に
保
た
れ
、
体
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
十

分
な
状
態
。
ま
た
、
血
液
が
毛
細
血
管

の
す
み
ず
み
ま
で
行
き
渡
り
、
体
の
末

端
ま
で
温
か
く
な
り
、
冷
え
の
解
消
も

実
感
で
き
ま
す
。（※

実
感
度
合
に
は
個

人
差
が
あ
り
ま
す
。）

　
私
た
ち
の
体
温
は
、
平
均　
℃
く
ら

い
に
保
た
れ
て
い
る
と
き
が
ベ
ス
ト
な

状
態
で
す
。
体
温
が
低
下
す
る
と
、
免

疫
力
の
低
下
、
自
律
神
経
失
調
、
慢
性

疲
労
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
方
法

で
意
識
的
に
冷
え
を
取
り
除
い
て
い
く

こ
と
は
、
健
康
な
心
身
を
保
つ
た
め
に

と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

酸 素 体 温と

36.5

36.5℃

O2O2

O2O2

酸素が巡ると、体温もアップ！



Q
A

スポーツ選手に広がる
酸素ブームの訳は？

エネルギー産生と
疲労回復に酸素が役立ちます！

O2

　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
と
っ
て
も
酸
素
は

重
要
！
短
距
離
走
の
よ
う
な
無
酸
素
運

動
で
は
、
酸
素
を
使
わ
ず
と
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
賄
え
ま
す
。
し
か
し
、
長
距
離

の
場
合
、
細
胞
で
酸
素
を
媒
体
と
し
て

筋
肉
収
縮
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
つ
く
り

ま
す
。
そ
の
た
め
体
の
す
み
ず
み
に
ま

で
酸
素
を
速
や
か
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
運
動
効
率
は
高
ま
る
こ
と
に
！

　
ま
た
、
筋
活
動
が
高
ま
っ
て
酸
素
が

不
足
す
る
と
、
酸
素
を
使
わ
な
い
方
法

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
よ
う
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
時
、
乳
酸
が
発

生
し
、
こ
れ
が
蓄
積
す
る
と
筋
肉
疲
労

を
引
き
起
し
、
運
動
能
力
を
低
下
さ
せ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
乳
酸
は
、
十
分
な
酸
素
が
与
え

ら
れ
る
と
、
除
去
す
る
こ
と
も
可
能
。

酸
素
は
疲
労
回
復
に
も
一
役
買
っ
て
い

る
の
で
す
。

酸 素 ス ポ ー ツと

● デビッド・ベッカム

スポーツ選手に酸素ブーム！

2002年サッカーワールドカップの直前に
骨折したイングランド代表のベッカム選
手が、酸素を取り入れて早期に回復した。

● 斎藤佑樹
2006年夏の甲子園。15回を投げた決勝戦
の夜に、酸素カプセルに入り疲労を回復さ
せ、翌日の再試合で優勝を果たした。

そのほかにも
レッドソックスの松坂大輔投手、2007年
夏の甲子園で活躍した仙台育英高校・佐藤
由規投手、男子走り高跳び日本記録保持者
醍醐直幸選手なども。



Q
A

酸素は、
美肌にも必要なもの？

十分な酸素で肌細胞を活性化！
ターンオーバーも整いやすく！

O2

　
肌
の
健
康
は
、
古
い
細
胞
が
新
し
い

細
胞
に
よ
っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
、
は
が

れ
落
ち
て
い
く
こ
と
で
保
た
れ
ま
す
。

そ
の
周
期
は
、
健
康
な
肌
で
約　
日
。

し
か
し
代
謝
機
能
が
衰
え
る
と
、
そ
の

周
期
が
遅
く
な
り
、
さ
ら
に
古
い
細
胞

な
ど
の
老
廃
物
が
表
皮
に
残
り
、
肌
荒

れ
や
く
す
み
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
こ
の
代
謝
機
能
で
も
酸
素
は
重
要
な

働
き
を
し
ま
す
。
し
か
し
肌
細
胞
付
近

の
毛
細
血
管
は
外
気
・
ス
ト
レ
ス
な
ど

の
影
響
で
収
縮
し
や
す
く
、
酸
素
不
足

に
な
り
や
す
い
状
態
で
す
。
で
す
か
ら
、

美
肌
維
持
の
為
に
、
酸
素
は
欠
か
せ
な

い
の
で
す
。

　
細
胞
内
に
十
分
な
酸
素
が
与
え
ら
れ

る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
が
促
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
細
胞
が
元
気
に
な
り
、
肌

の
生
ま
れ
変
わ
り
を
正
常
に
さ
せ
、
う

る
お
い
と
ツ
ヤ
の
あ
る
、
み
ず
み
ず
し

い
素
肌
に
導
き
ま
す
。

酸 素 美 容と

28

肌細胞が元気な状態 肌細胞に力がない状態

エネルギーが
豊富

エネルギーが
不足気味

元気な細胞が押し上げて代謝する
酸欠で生まれ変わりが遅くなり
肌荒れやくすみの原因になる



Q
A

酸素と水を一緒に摂取
すると、どうしていいの？

胃腸からの酸素吸入量アップを
期待できます。

O2

　
人
間
が
栄
養
を
体
内
に
取
り
込
む
に

は
、
水
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
栄
養
は
、
水
に
溶
け
た
状
態
で
吸

収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
酸
素
も

同
じ
こ
と
。
酸
素
は
通
常
は
水
に
溶
け

に
く
い
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
が
体
を

巡
る
と
き
は
血
液
の
流
れ
に
の
っ
て
、

全
身
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
水

と
共
に
全
身
を
巡
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
酸
素
は
空
気
を
吸
っ
て
肺
で

取
り
込
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
「
溶
解
型
」

の
小
さ
な
酸
素
は
、
胃
や
腸
な
ど
の
消

化
器
官
か
ら
も
吸
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
酸
素
を
水
に
溶
か
し
た
酸
素
水

が
人
気
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
水
道
水
よ

り
多
く
の
溶
解
型
酸
素
を
含
有
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
飲
む
こ
と
に
よ
り
、
肺

だ
け
で
な
く
、
胃
や
腸
か
ら
の
酸
素
摂

取
量
が
増
え
、
体
内
酸
素
量
ア
ッ
プ
が

期
待
で
き
ま
す
。

酸 素 水と

ミネラルでコーティングされた酸素

体液に運ばれる酸素

胃酸でキレート



Q
A

酸素不足は二日酔いに
なりやすい？

酸素不足だと酔いやすく、
二日酔いになりやすくなります。

O2

　
な
ぜ
、
人
は
酔
っ
ぱ
ら
う
の
で
し
ょ

う
か
？

　
そ
も
そ
も
「
酔
っ
ぱ
ら
う
」
と
は
、

血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
濃
度
が
高
く

な
っ
て
い
る
状
態
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

飲
む
速
さ
が
そ
れ
を
分
解
す
る
速
さ
を

上
回
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
が
分
解
さ
れ
る
と
き
に

は
、
た
く
さ
ん
の
酸
素
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
体
内
の
酸
素
が
不
足

す
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
を
遅
め

て
し
ま
い
ま
す
。
ど
う
に
か
分
解
さ
れ

た
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
次
に
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
に
変
化
し
、
更
に
水
と
炭
酸
ガ

ス
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
に
も
、

酸
素
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
酸
欠
の

状
態
で
は
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
体

内
に
留
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
頭
痛
や
吐
き
気
・
め
ま
い
な

ど
の
不
快
感
を
引
き
起
す
原
因
と
な
る

の
で
す
。

酸 素 ア ル コ ー ルと

アルコール

アセトアルデヒド

酸素

体外へ

体内の酸素が十分な状態 酸欠の状態

血液中へ

アセトアルデヒドを分解できず
体内に溜めてしまい、二日酔い
等の原因となる。







酸欠人間テスト
空気中の酸素濃度は地球上すべての生物に平等に与えられているのにどう
して人によって酸素が不足するのか？
まずは、自分の体内の酸素が足りているのか自覚症状から検証しましょう

あなたは大丈夫？
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